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オープントップバスでのお花見

３月定例会
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　令和７年３月定例会を２月28日から３月21日までの22日間の会期で行いま
した。
　条例その他32件、予算13件、同意２件、諮問２件、報告３件が上程され、慎重
に審議した結果、３名の議員から修正案が提出されましたが、原案通り可決・同意し
ました。また、議員発議３件は可決、請願１件を採択し、陳情１件を不採択としました。
　また、令和７年第１回臨時会を２月３日に、令和７年第２回臨時会を３月24日に
開催し、条例その他５件、承認１件、同意１件、報告１件が上程され、審議した結果、
原案通り可決・承認・同意しました。

お　詫　び
　本市議会議員でありました後藤昭三元議員が起こしたハラスメント事案につきまして、被害者はもとより市民
の皆さまに大変ご心配、ご迷惑をお掛けしましたことに心よりお詫び申し上げます。また、昨年も議員が不祥事
で辞職したばかりであり、市議会の信頼を失墜させましたことに重ねてお詫び申し上げます。
　この件に関し、２月25日に後藤昭三元議員より辞職願が提出され、議員辞職となりました。
　今回の事案は議員個人のこととは言え、重大な人権侵害であり、決して許される行為ではありません。今回
の事態を厳粛に受け止め、議員研修の強化やハラスメント防止対策の規定の制定などを徹底し、市民の信頼
回復に努め、市民の皆さまの負託に応えられるよう、公正、高潔な倫理的義務を常に自覚し、良心及び責任感
を持ち、市勢発展、市民福祉向上に議員一同努めて参る所存でございます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年２月28日

　雲南市議会　議長　松林　孝之

　この事態を受け、３月定例会初日の２月28日に、議員発議により「雲南市議会の綱紀粛正に関する決議」を行
い、改めて議員が綱紀粛正に徹底してまいります。

雲南市議会の綱紀粛正に関する決議
　雲南市議会においては、議会の最高規範となる雲南市議会基本条例により、議員は、公正及び高潔な倫理
的義務が課せられていることを常に自覚し、市民の代表者として、良心及び責任感を持ってその使命を果たさ
なければならないとしている。
　このような中で、本市議会議員が市民へのハラスメント行為や暴言等により議員辞職した。昨年も不祥事に
より議員辞職があったばかりであり、政治倫理に悖る不正事案が相次いでいることは、市民の代表機関である
市議会の信頼を損なうものであり、許されるものではない。
　市民から負託を受けた市議会議員として、こうした事態を重く捉え、改めて議員一人ひとりが綱紀粛正を徹底
し、真摯に議員活動に勤しむことで、市民の信頼回復に向けて尽力するよう決意を示すものである。
 
以上、決議する。 

令和７年２月28日
島根県雲南市議会
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令和７年度雲南市一般会計予算 可決 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇

令和７年度雲南市国民健康保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度雲南市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟方式の導入の検討を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 棄権 ● ● ● ● ●
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令和７年度令和７年度　　当初予算当初予算

“妊婦のための支援給付”

のご案内

すべての妊婦さんに安心して出産・子育てしてほしい…そんな思いを実現するため、

妊婦さんへ「支援給付」を行っていること、ご存じですか？ 各市区町村の相談窓口では、

給付の仕組みはもちろん、保健師等が妊娠・出産に関しての疑問や不安に

丁寧にお応えします。ぜひお気軽にお問い合わせください。

妊娠している方

妊娠
している

（※2）自治体の取組によっては、クーポン等での給付を選択することもできます。

まずは市区町村の
相談窓口へ

窓口で給付の申請をしてく
ださい。その際、妊娠・出産
の不安や困りごとの相談が
可能です。

1 伴走型で
相談支援します

出産前はもちろん、出産
後も。相談を通じて、利用
できる制度やサービスを
ご紹介します。

2

①妊婦給付認定申請 ･･･医療機関において妊娠が確認された後から

②妊娠しているこどもの人数の届出 …出産予定日の８週間前の日から
申請時期

申請を希望する場合は、住民票のある市区町村の「妊婦のための支援給付」担当窓口にお問い合わせください。申請先等

この制度では、「医療機関により胎児心拍」が確認できたことをもって妊婦給付認定にかかる「妊娠」と定義していますの

で、胎児心拍確認後に、住民票のある市区町村に申請を行うことができます。

支給額 ((※※２))

給付と面談をセットで実施

対象者(※1)

妊婦給付認定後

妊娠している

こどもの人数の届出後

５万円

こどもの人数×５万円

妊娠とは

（※1）流産・死産等の場合も支給の対象になります。その場合は、流産等をしたことが医療機関等において確認された日以降に届け出るこ
とができます。

◦◦妊婦のための支援給付金妊婦のための支援給付金
2,0042,004万円万円

◦◦文化施設大規模改修事業文化施設大規模改修事業
77億億8,8508,850万円万円

（ラメールの電気・空気調和設備等）（ラメールの電気・空気調和設備等）

　　　　　　66億億8,6128,612万円万円
（令和７～８年度債務負担行為　舞台設備等）（令和７～８年度債務負担行為　舞台設備等）

◦◦市道多久和六重線災害復旧事業市道多久和六重線災害復旧事業
66億億8,6208,620万円万円

◦◦大仁農道災害復旧事業大仁農道災害復旧事業
22億億200200万円万円

◦◦雲南市立病院建設改良費雲南市立病院建設改良費
11億億6,6436,643万円万円
（医療器械器具の整備等）（医療器械器具の整備等）

311311億億2,0002,000万円万円
（対前年度 18億1,000万円減）（対前年度 18億1,000万円減）

一般会計
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令和７年度雲南市一般会計予算 可決 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇

令和７年度雲南市国民健康保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度雲南市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟方式の導入の検討を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 棄権 ● ● ● ● ●

３月定例会分　議長は採決に加わりません　　「〇」・・賛成　　「●」・・反対　

（議案で賛否の分かれたもの）採決結果

市道多久和六重線の災害状況
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事業名等 内        容 予算額 備考

ふるさと納税推進事業 ふるさと納税専門ポータルサイトでの寄附対応や返礼品の充実等により、ふるさと
納税寄附額の増加を図る。 262,980

地域づくり活動交付金 地域自主組織が交流センターを活動拠点として行う地域づくりに取り組むための事
業に対する交付金。地域自主組織の職員確保に向けた財源の拡充。 323,119 拡充

共助インフラ補完創出事業 安心して暮らし続けられる地域の環境を整えるため、住民同士で関わり合いができ
る体制を構築し、重層的に連携する共助のインフラづくりを推進する。 46,641 新規

地域おこし協力隊（起業型）配置
事業

地域課題解決に資する起業に取り組む 5 名（R5 継続 2 名、R6 継続 2 名、R7 新
規 1 名）を配置し、その活動に対する報償・経費を交付する。 24,420 拡充

定額減税不足額臨時給付金 R6 年度に実施した定額減税補足給付金（調整給付）について、R6 年分所得税額
確定等により不足額が生じる場合に、その不足額を給付する。 188,800 新規

高齢者補聴器購入費補助金 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴の高齢者に対し、補聴器の購入費
用の一部を１人１回助成する。 1,400 新規

高齢者福祉施設電力等価格高騰対
策支援事業

介護福祉サービス事業所を対象に、島根県で行われる物価高騰支援事業の半額を支
給する。県支援対象外の介護予防事業についても対象とする。 3,822 新規

障がい者福祉施設電力等価格高騰
対策支援事業

障がい福祉サービス事業所を対象に、島根県で行われる物価高騰支援事業の半額を
支給する。県支援対象外の地域活動支援事業についても対象とする。 2,058 新規

医療機関等電力等価格高騰対策支
援事業

物価高騰の影響を受けている市内医療機関等の経済的負担を軽減し、安定的な医療
サービスの提供が継続できるよう、島根県で行われる物価高騰支援事業の半額を支
給する。

3,707 新規

予防接種事業 定期予防接種を実施、高齢者帯状疱疹ワクチン接種の実施、高齢者新型コロナの
自己負担額の見直し等についての交付。 162,996 拡充

地域子育て支援センター事業
（委託）

子育てに関する悩み相談、保護者同士・子ども同士の交流の場を提供するセンター
の運営委託経費（大東、加茂、木次、掛合子育て支援センター）。 33,021 拡充

水田園芸拠点づくり事業費補助金 水田園芸に取り組む担い手への施設整備に対する補助事業。 28,290 新規

担い手経営発展支援事業費補助金 新規就農者の確保から中核的担い手に発展するための取り組み、集落営農の法人化
や経営多角化等の取り組みを一体的に支援するための補助事業。 27,468 拡充

有害鳥獣捕獲奨励事業 有害鳥獣捕獲駆除報償金等（1 頭当りの金額：猪 1.5 万円、猿 3 万円、鹿 1.5 万円他、
国上乗せ分：猪・猿・鹿　成獣 7 千円、幼獣 1 千円他）。 41,901

地域おこし協力隊（有害鳥獣対策）
配置事業 鳥獣専門員雇用 ( 地域おこし協力隊 ) 人件費、消耗品費他。 5,158

企業立地促進対策事業 企業立地審査会委員報酬、企業誘致活動、パンフレット作成費等 911 千円・一定
要件以上の設備投資を行った企業に対する助成金 102,704 千円 (8 社 )。 103,615 拡充

プレミアムカタログ販路開拓等物
価高騰対応支援事業

雲南市商工会の実施事業「ﾌﾟﾚﾐｱﾑｶﾀﾛｸﾞ販路開拓等事業」に係る経費に対する補助
事業。 34,700 新規

宿泊・観光消費喚起物価高騰支援
事業

市内宿泊者を対象とした宿泊時及び市内観光施設等で使用できる観光券の販売事
業。 11,870 新規

県営ほ場整備事業負担金 県営事業負担金（三代地区、八所地区、菅谷地区、里坊地区、大吉田地区）。 40,150 拡充
公営住宅建設事業 公営住宅の建設のため、加茂町中村・東谷団地の統合による建替え。 177,768 拡充
過年公共土木災害復旧事業 公共土木施設災害の工事請負費、補償費、公用車管理費、需用費。 141,400

教育魅力化推進事業
高校担当のコーディネーターを配置し、雲南式探究プログラムをはじめ官民協働に
よる魅力ある教育環境づくりを推進する。大東高校の寄宿舎を業務委託により運営
する。

55,460 拡充

不登校児童生徒等の学びの継続事
業

市内小中学校へ校内教育支援センターを置き、支援員の配置により、不登校・不登
校傾向の児童・生徒への相談業務・学習支援、不登校の未然防止のために校内への
居場所づくりを行う。

3,083 新規

木次中学校建設準備事業 木次中学校整備に係る検討委員会委員報償費及び耐力度調査業務委託費。 13,108
菅谷たたら山内保存修理事業 三軒長屋裏敷地内護岸石垣の保存修理工事（崩落した石垣の復旧工事）。 24,820 拡充

全国高等学校総合体育大会事業 全国高校総体大会レスリング競技大会開催費、選手監督計画輸送費、全国高校総体
の雲南市実行委員会に係る運営費。 76,524 拡充

幡屋交流センター整備事業 幡屋交流センター建替えに向けた建設設計業務委託料及び工事請負費。 136,356 拡充

事業名等 内        容 補正額 補正後総額
ふるさと納税推進事業 寄附額見込み減に伴う報償費、役務費、委託料、寄附金、補助金の減額。 △ 112,083 224,033
政策選択基金積立金 ふるさと政策選択寄附金による積立金の減額。 △ 190,400 354,350
児童福祉施設整備事業 木次子育て支援センター建設工事実績見込みによる減額。 △ 27,050 131,831
林業施設等解体撤去事業 工事発注実績による減額。 △ 24,800 34,248
地域総合整備資金貸付事業 貸付対象額精査による減額。 △ 30,000 1,170,000
国道54号三刀屋拡幅関連事業 工事請負費精算見込みによる減額。 △ 17,000 68,000
道の駅さくらの里きすき活性化
整備事業 残土処理場進入路整備工事費の増額。 5,000 204,181

小学校・中学校総務管理事業 小中学校燃料費・電気料金見込みによる増額。（小学校 6,410 千円、
中学校 3,994 千円） 10,404 203,212

スクールバス管理事業 スクールバス車両修繕費、燃料費単価改定に伴うスクールバス運行委託
料の増額。 1,255 71,379

令和７年度主な当初予算（一般会計）主要事業

令和６年度主な補正予算（一般会計）

（単位：千円）

（単位：千円）
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令和７年３月定例会　令和７年３月定例会　

条　　　例 採決結果 採決状況
雲南市行財政改革審議会条例の一部を改正する
条例
・雲南市行政組織を変更するため、条例を改正
するもの。

可決 全会一致

雲南市職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例
・雲南市職員の給与等の改定を行うため、条例
を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部を改正する条例
・消防団員等公務災害補償等責任共済等に関す
る法律施行令の改正及び刑法等の一部を改正
する法律の施行期日を定める政令の施行がさ
れたことに伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市消防団員の定員、任免、報酬、服務等に
関する条例の一部を改正する条例
・刑法等の一部を改正する法律の施行期日を定
める政令が施行されたことに伴い、条例を改
正するもの。

可決 全会一致

雲南市子育て支援センター条例の一部を改正す
る条例
・新たな木次子育て支援センター建設に伴い、
条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準の改正に伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市農村公園条例の一部を改正する条例
・幡屋中央農村公園の用途を廃止することに伴
い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市掛合集出荷施設条例を廃止する条例
・施設を普通財産化し、施設の貸付を行うた
め、施設の用途廃止をする必要があることか
ら、条例を廃止するもの。

可決 全会一致

雲南市地域特産品流通販売促進施設条例の一部
を改正する条例
・道の駅掛合の里の電気自動車用急速充電施設
を更新することに伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市三刀屋明石緑が丘公園条例の一部を改正
する条例
・雲南市三刀屋明石緑が丘公園条例に規定する
使用料の項目について、見直しの必要が生じ
たことにより、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市手数料徴収条例の一部を改正する条例
・脱炭素社会の実現に資するための建築物のエ
ネルギー消費性能の向上に関する法律等の一
部を改正する法律の一部施行による、建築物
のエネルギー消費性能の向上等に関する法律
及び建築基準法等の一部改正に伴い、条例を
改正するもの。

可決 全会一致

雲南市斐伊川河川敷公園条例の一部を改正する
条例
・新たに「さくらねがい広場」を整備したこと
に伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市営住宅条例の一部を改正する条例
・県営住宅そら山団地を市営住宅に移管するた
め、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市定住促進住宅条例の一部を改正する条例
・島根県住宅供給公社所有の定住促進賃貸住宅
グランデ大東95の譲渡を受けるため、条例を
改正するもの。

可決 全会一致

雲南市工業用水道事業の廃止に伴う関係条例の
整備に関する条例
・雲南市工業用水道事業を令和7年3月末で廃止
することに伴い、関係条例を整備するもの。

可決 全会一致

雲南市布設工事監督者の配置基準及び資格基準
に関する条例の一部を改正する条例
・生活衛生等関係行政の機能強化のための関係
法律の整備に関する法律が施行されることに
伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部を改正する条例
・生活衛生等関係行政の機能強化のための関係
法律の整備に関する法律が施行されることに
伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

条　　　例 採決結果 採決状況
雲南市幡屋体育館条例を廃止する条例
・雲南市幡屋体育館の解体撤去に伴い、条例を
廃止するもの。

可決 全会一致

一般事件 採決結果 採決状況
公の施設の指定管理者の指定
・雲南市加茂健康福祉センター
・斐伊体育館・雲南市斐伊運動場

可決 全会一致

畑鵯辺地外14辺地に係る総合整備計画 可決 全会一致
市道の路線認定（木次町里方、山方の３路線） 可決 全会一致
市道の路線変更（木次町里方の１路線） 可決 全会一致
財産の無償譲渡
・雲南市掛合総合営農指導センターの施設を松
笠振興協議会へ無償譲渡。

可決 全会一致

財産の取得
・県営住宅そら山団地の取得。 可決 全会一致

雲南市掛合酒蔵資料館（展示販売施設及び酒造
施設）の長期かつ独占的な使用の許可 可決 全会一致

教育施設等解体撤去事業 旧久野小学校解体工事
（建築）請負契約（金額）の変更 可決 全会一致

市道の路線変更（吉田町吉田の２路線） 可決 全会一致
公共施設解体撤去事業雲南市役所旧本庁舎解体
工事請負契約 可決 全会一致

農業用施設災害復旧事業 令和６年災　第101
／74号（道路）災害復旧工事請負契約 可決 全会一致

公共土木施設災害復旧事業多久和六重線道路施
設災害復旧工事請負契約の変更 可決 全会一致

財産の無償譲渡
・鉄とアクションとグリーンシャワーの森・栃
山エリアを無償譲渡。

可決 全会一致

予　　算 採決結果 採決状況
令和６年度雲南市一般会計補正予算（第７号）
・補正額	 ▲1,356,000千円　
　補正後の額　　　35,721,536千円

可決 全会一致

令和６年度雲南市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第５号）
・補正額	 ▲149,806千円
　補正後の額	 4,019,187千円

可決 全会一致

令和６年度雲南市工業用水道事業会計補正予算
（第２号）
【収益的収支】
・水道事業収益
　補正額	 12,600千円　
　補正後の額	 44,873千円
・水道事業費用
　補正額	 31,280千円　　　　
　補正後の額	 330,241千円

可決 全会一致

令和６年度雲南市下水道事業会計補正予算
（第５号）
【収益的収支】
・下水道事業費用
　補正額	 2,472千円
　補正後の額	 2,047,675千円
【資本的収支】
・資本的収入
　補正額	 ▲43,930千円　
　補正後の額	 953,216千円
・資本的支出
　補正額	 ▲50,949千円　
　補正後の額	 1,612,379千円

可決 全会一致

令和６年度雲南市病院事業会計補正予算（第４号）
【収益的収支】
・病院事業収益
　補正額	 ▲8,618千円
　補正後の額	 5,054,592千円　
・病院事業費用
　補正額	 ▲70,244千円
　補正後の額	 5,860,017千円　
【資本的収支】
・資本的収入
　補正額	 ▲1,166千円
　補正後の額	 384,552千円
・資本的支出
　補正額	 ▲22千円　
　補正後の額	 642,509千円

可決 全会一致

議案　請願・陳情　審議結果
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予　　算 採決結果 採決状況
令和７年度雲南市一般会計予算
・予算額	 31,120,000千円 可決 賛成多数

令和７年度雲南市国民健康保険事業特別会計予算
・予算額	 4,107,000千円 可決 賛成多数

令和７年度雲南市後期高齢者医療事業特別会計予算
・予算額	 1,273,000千円 可決 賛成多数

令和７年度雲南市農業労働災害共済事業特別会
計予算
・予算額	 5,700千円

可決 全会一致

令和７年度雲南市財産区特別会計予算
・予算額	 800千円 可決 全会一致

令和７年度雲南市水道事業会計予算
【収益的収支】
・水道事業収益	 1,280,950千円
・水道事業費用	 1,237,888千円
　純利益	 12,264千円
【資本的収支】
・資本的収入	 596,807千円
・資本的支出	 1,067,598千円
　補填財源	 470,791千円

可決 全会一致

令和７年度雲南市下水道事業会計予算
【収益的収支】
・下水道事業収益	 2,039,206千円
・下水道事業費用	 1,989,391千円
　純利益	 		73,118千円
【資本的収支】
・資本的収入　	 	985,085千円
・資本的支出　	 1,595,251千円
　補填財源	 610,166千円

可決 全会一致

令和７年度雲南市病院事業会計予算
【収益的収支】
・病院事業収益	 5,285,533千円
・病院事業費用	 5,971,900千円
　純損失	 686,367千円
【資本的収支】
・資本的収入	 	485,472千円
・資本的支出	 	747,064千円
　補填財源	 261,592千円

可決 全会一致

同　　意 採決結果 採決状況
雲南市教育委員会委員の任命につき同意を求め
ること
　高木広明さん（加茂町）

同意 全会一致

雲南市監査委員の選任につき同意を求めること
　坂本偉健さん（三刀屋町） 同意 全会一致

諮　　問 採決結果 採決状況
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
こと　２件
　高木広明さん（加茂町）、金築順子さん（加茂町）

適任 全会一致

請願・陳情 採決結果 採決状況
手話言語条例に関する請願 採択 全会一致
安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟
方式の導入の検討を求める陳情 不採択 全会一致

議員発議 採決結果 採決状況
雲南市議会の綱紀粛正に関する決議  可決 全会一致
雲南市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例 可決 全会一致

高額療養費の自己負担引き上げの撤回を求める
意見書 可決 全会一致

令和７年第１回臨時会令和７年第１回臨時会
承　　認 採決結果 採決状況

令和６年度雲南市一般会計補正予算（第６号）
の専決処分
・補正額	 128,000千円
　補正後の額	 37,077,536千円

承認 全会一致

令和7年2月3日開催

同　　意 採決結果 採決状況

雲南市副市長の選任につき同意を求めること	
　西村健一さん（木次町） 同意 全会一致

令和７年第２回臨時会令和７年第２回臨時会
条　　例 採決結果 採決状況

雲南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改
正する条例
・非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定
める政令が改正されたことに伴い、条例を改
正するもの。

可決 全会一致

雲南市いじめ問題対策連絡協議会等条例の一部
を改正する条例
・雲南市の組織機構の見直しにより雲南市教育
委員会内に児童生徒支援課が設置されること
に伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

令和7年3月24日開催

条　　例 採決結果 採決状況

雲南市病院事業等に関する条例の一部を改正す
る条例
・消化器内科を新たに標榜することに伴い、条
例を改正するもの。

可決 全会一致

一般事件 採決結果 採決状況

教育施設等解体撤去事業旧久野小学校解体工事
（建築）請負契約（工期）の変更 可決 全会一致

加茂文化ホール大規模改修事業ラメール改修
（建築）工事請負契約（金額・工期）の変更 可決 全会一致

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

に
修
正
動
議
が
出
ま
し
た
。

修
正
案
に
対
す
る
採
決

賛
成　

５
名

反
対　

12
名

修
正
案
に
対
す
る

賛
成
討
論　

２
名

反
対
討
論　

３
名

修
正
動
議
に
対
す
る
質
疑

予
算
修
正
動
議

令
和
７
年
度
当
初
予
算

【債務負担行為※】
加茂文化ホールラメール

6億8,612万5千円
を削除する予算修正案

※
債
務
負
担
行
為

あ
ら
か
じ
め
、
後
の
年
度
の
債

務
を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で

決
め
て
お
く
こ
と
。
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総
務
常
任
委
員
会　

委
員
長　

梶
谷　

佳
平

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

上
代　

和
美　

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
９
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
雲
南
市
非
常
勤
消
防
団
員

へ
の
退
職
報
償
金
支
給
条
例

の
改
正
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
消
防
団
員

へ
の
退
職
報
奨
金
に
つ
い
て
、

勤
務
年
数
の
上
限
30
年
以
上

を
35
年
以
上
に
改
め
る
も
の

で
す
。

　
　

現
消
防
団
員
の
中
で
35

年
以
上
の
在
職
者
数
と
団
員

の
階
級
は
。

　
　

35
年
以
上
の
団
歴
を
有

す
る
消
防
団
員
は
、
現
在
６

名
、
階
級
は
団
長
及
び
副
団

長
格
で
あ
る
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
６
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
推
進
事
業
は
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
を
完
了
さ
せ

問答

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
12
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
加
茂
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　

維
持
経
費
は
ど
の
程
度

か
。

問

現在の幡屋交流センター

かもてらすのボイラー

る
た
め
の
準
備
経
費
で
す
。

　
　

年
度
内
に
完
成
で
き
な

い
理
由
は
。

　
　

対
象
と
す
る
シ
ス
テ
ム

が
非
常
に
多
い
う
え
、
政
府

が
準
備
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
環
境
下
で
の
シ
ス
テ

ム
構
築
で
あ
り
、
事
業
者
の

リ
ソ
ー
ス
不
足
が
原
因
で
あ

る
。

　
　

運
用
経
費
は
、
小
さ
い

自
治
体
が
４
～
５
倍
、
大
き

い
自
治
体
で
も
２
～
３
倍
を

要
す
る
と
聞
く
。
そ
こ
ま
で

経
費
を
か
け
て
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
か
。

　
　

国
は
「
シ
ス
テ
ム
標
準

化
移
行
に
伴
い
迅
速
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
」
こ
と

を
第
一
の
目
標
と
し
、
同
時

に
「
運
用
経
費
の
30
％
削
減

が
見
込
め
る
」
と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
自
治
体
で
は
現

状
よ
り
経
費
が
か
か
る
と
し

て
い
る
。
国
は
、
で
き
る
だ

け
運
用
経
費
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
自
治
体
へ
の
支
援
や

業
者
へ
の
各
種
の
取
り
組
み

問答問答

を
実
施
し
て
い
る
。

・
令
和
７
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
予
算

　
　

幡
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
事
業
は
、
基
本
設
計
と

実
施
設
計
が
一
緒
に
進
ん
で

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　
　

従
来
の
進
め
方
は
、
基

本
構
想
か
ら
基
本
設
計
・
実

施
計
画
・
事
業
発
注
の
手
順

に
よ
り
、
共
通
認
識
を
持
ち

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
今
回

は
、
財
政
的
に
有
利
な
資
金

が
あ
り
、
債
務
負
担
行
為
に

よ
り
、
基
本
設
計
・
実
施
設

計
に
つ
い
て
２
年
の
契
約
と

し
て
進
め
て
い
る
。

問答

必
要
で
あ
り
、
今
ま
で
の
経

緯
等
を
説
明
し
、
事
業
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
基
本
設

計
・
配
置
図
・
平
面
図
が
で

き
た
時
点
で
再
度
報
告
が
必

要
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

令
和
５
年
度
実
績
で
人

件
費
と
物
件
費
を
合
わ
せ
て

５
，
０
０
０
万
円
程
度
で
あ

る
。
特
に
老
朽
化
し
た
Ｒ
Ｄ

Ｆ
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
が
多
く
、
熱

源
の
更
新
を
検
討
し
て
い

る
。　
　

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
７
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
予
算

①
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
補

答

　

大
規
模
事
業
を
進
め
る
う

え
で
、
双
方
の
共
通
認
識
が
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

安
田　

栄
太

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
27
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
雲
南
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

こ
の
条
例
は
、
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
及
び
建

築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

下水道管の移設工事

助
金
１
４
０
万
円
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
中
等
度
難
聴
の
高

齢
者
に
対
し
補
聴
器
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。

　
　

補
助
金
額
と
人
数
の
根

拠
は
。

　
　

補
助
金
２
万
円
は
、
近

隣
で
す
で
に
実
施
ま
た
は
実

施
予
定
の
自
治
体
と
同
額
と

し
た
。
人
数
は
、
市
内
医
療

機
関
で
中
等
度
難
聴
と
診
断

さ
れ
た
約
２
割
が
補
聴
器
購

入
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
数
に
相
当
す
る
70
名
を

初
年
度
は
予
算
化
し
た
。

②
文
化
施
設
大
規
模
改
修
事

業
７
億
８
，
８
５
０
万
円
は
、

加
茂
文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル

改
修
（
電
気
設
備
・
空
調
設

備
引
き
続
き
分
・
舞
台
設

備
）
工
事
費
で
す
。

　

ま
た
、
舞
台
設
備
工
事
費

６
億
８
，
６
１
２
万
円
は
、

令
和
７
年
度
～
８
年
度
の
債

務
負
担
行
為
で
す
。

　
　

舞
台
設
備
予
算
は
、
切

り
詰
め
た
予
算
に
な
っ
て
い

る
の
か
。　

　
　

１
億
円
程
度
の
経
費
節

問答問答

減
が
で
き
な
い
の
か
と
専
門

家
に
相
談
し
た
が
、
ホ
ー
ル

施
設
の
舞
台
設
備
は
、
そ
の

施
設
の
特
性
に
合
わ
せ
た
１

点
物
が
原
則
中
の
原
則
と
強

調
さ
れ
難
し
い
。
使
え
る
も

の
は
使
う
な
ど
か
な
り
抑
え

て
い
る
。

　
　

音
響
設
備
は
、
必
要
最

低
限
で
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
チ
ェ

リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
と
比
較
す
る

問

と
ど
う
か
。

　
　

比
較
は
難
し
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ー
ル
で
必
要
な
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
極
力
経

費
は
抑
え
た
い
。

　
　

今
の
響
き
を
維
持
で
き

る
の
か
。

　
　

ド
ー
ム
部
分
の
残
響
が

な
い
よ
う
な
ス
ピ
ー
カ
ー
な

ど
、
シ
ス
テ
ム
の
配
置
で
対

応
し
た
い
。

答問答
　
　

手
数
料
は
全
国
一
律
な

の
か
。
ま
た
、
業
務
負
担
は

ど
の
程
度
増
え
て
、
改
正
し

た
料
金
で
採
算
が
取
れ
る
の

か
。

　
　

全
国
的
に
は
若
干
の
差

が
あ
る
。
本
市
は
県
に
準
じ

て
算
出
し
て
い
る
。
業
務
の

手
間
も
考
慮
し
て
算
出
し
た
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
６
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

林
業
施
設
解
体
撤
去
事
業

２
，
４
８
０
万
円
の
減
額
は
、

掛
合
農
林
産
物
加
工
場
の
解

問答

体
撤
去
費
で
す
。

　
　

５
，
９
０
４
万
８
千
円

の
予
算
か
ら
大
幅
に
減
額
さ

れ
て
い
る
が
何
故
か
。

　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

解
体
と
合
算
で
発
注
し
た
た

め
諸
経
費
率
が
下
が
っ
た
。

・
令
和
７
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
予
算

①
河
川
維
持
管
理
事
業

３
０
０
万
円
は
、
河
川
の
維

持
管
理
に
係
る
費
用
で
す
。

　
　

河
川
の
除
草
や
修
繕
等

の
大
事
な
事
業
だ
が
、
前
年

度
よ
り
１
，
０
０
０
万
円
減

額
し
た
の
は
何
故
か
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
の
浚※

渫
事
業
債
が
終
了
し
た
た
め

で
、
現
在
、
継
続
の
要
望
を

行
っ
て
い
る
。

※
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
と

は
、
河
川
内
の
土
砂
等
を

撤
去
す
る
こ
と
。

②
企
業
立
地
促
進
対
策
事
業

１
億
３
６
１
万
５
千
円
は
、

立
地
認
定
を
受
け
た
企
業
に

交
付
す
る
、
地
域
総
合
整
備

資
金
（
ふ
る
さ
と
融
資
）
の

連
帯
保
証
料
や
雇
用
促
進
等

の
助
成
金
で
す
。

　
　

８
社
分
を
予
定
し
て
い

問答問答問

る
が
、
既
に
確
定
し
て
い
る

企
業
な
の
か
。

　
　

投
資
額
や
雇
用
促
進
等

の
一
定
要
件
を
満
た
し
た
企

業
を
既
に
認
定
済
み
で
あ
る
。

・
令
和
７
年
度
雲
南
市
水
道

事
業
会
計
予
算

　
　

老
朽
管
の
更
新
は
、
配

管
の
耐
用
年
数
だ
け
で
な
く
、

交
通
量
の
激
し
い
場
所
等
で

の
更
新
を
早
め
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

　
　

更
新
は
管
種
別
に
設
定

し
、
実
使
用
年
数
を
重
要
視

し
て
い
る
。
漏
水
が
多
い
路

線
は
、
更
新
を
早
め
る
こ
と

も
考
慮
し
て
い
る
。

答問答
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「
え
す
こ
な
雲
南
市
」

は
、
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま

る
第
３
次
総
合
計
画
の
基
本

構
想
で
、
本
市
の
将
来
像
を

示
す
言
葉
だ
。
市
長
が
思
い

描
く
本
市
の
未
来
像
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

人
口
が
減
少
し
て
も
生

き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ

れ
を
支
え
る
人
づ
く
り
が
継

続
さ
れ
、
活
力
の
あ
る
地
域

が
維
持
さ
れ
て
い
る
姿
を
目

指
し
て
行
く
。

問答

矢壁 正弘

「
え
す
こ
な
雲
南
市
」

　
本
市
の
未
来
に
つ
い
て

　
　

今
回
示
さ
れ
た
今
後
５

年
間
の
中
期
財
政
計
画
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
、
本
市
が

「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
を

発
し
財
政
改
善
に
取
り
組
ん

だ
合
併
当
時
に
逆
戻
り
す
る

試
算
だ
。
財
政
調
整
基
金
の

確
保
と
実
質
公
債
費
比
率
の

低
減
の
た
め
、
財
政
支
出
抑

制
の
方
針
を
伺
う
。

問

質
問
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
提
出
の
原
稿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
質
問
事
項
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
見
ら
れ
ま
す

【
政
友
ク
ラ
ブ
】

会
派
代
表
質
問

3月定例会

　
　

公
共
施
設
等
総
合
計
画

の
着
実
な
実
施
な
ど
、
よ
り

一
層
の
経
費
削
減
な
ど
の
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
収
支

不
足
の
縮
減
を
図
り
基
金
残

高
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、

可
能
な
限
り
新
た
な
地
方
債

の
発
行
を
抑
制
し
後
年
度
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
実
質
公

債
費
比
率
の
上
昇
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
繰
上
償
還
を

可
能
な
限
り
実
施
し
、
数
値

の
改
善
を
図
る
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
は
地
方
が
抱

え
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
と
い
っ
た
地
域

の
社
会
課
題
を
解
決
す
る
鍵

で
あ
り
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
源
泉
と
い
わ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
効
率
的
な
行

政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
、

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の

拡
充
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
自
動
化
や
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
行
政
業
務

の
効
率
化
と
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
多
面
的
な
効
果
が
期
待

答問答

さ
れ
る
。
事
業
化
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
費
用
対
効
果
も

見
極
め
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
。

　
　

市
長
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
推
進
し
労
働
力
の
低
減

や
6
次
産
業
化
を
通
じ
た
付

加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

を
進
め
る
と
さ
れ
た
。
あ
る

程
度
の
耕
作
面
積
が
必
要
で

初
期
投
資
の
大
き
い
ス
マ
ー

ト
農
業
は
、
本
市
に
は
不
向

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

問

　
　

雲
南
市
の
将
来
を
担
う

児
童
・
生
徒
た
ち
が
学
ぶ
教

育
施
設
の
整
備
が
行
き
届
い

て
い
な
い
。
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
屋

内
運
動
場
の
修
理
修
繕
な
ど

学
校
側
か
ら
の
要
望
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
教
育
施

設
全
般
に
わ
た
る
予
算
の
拡

充
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

今
あ
る
施
設
を
大
切
に

長
く
使
う
た
め
、
修
繕
費
を

か
け
る
べ
き
も
の
は
か
け
て

き
た
。
一
定
程
度
の
予
算
の

制
約
が
あ
る
中
、
各
学
校
の

状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

必
要
な
修
繕
に
努
め
て
行
く
。

問答

えすこ大発表会

ドローンによる空中散布

　
　

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
は
持
続
的
な

農
業
を
確
立
す
る
た
め
に
不

可
避
な
取
り
組
み
だ
。
そ
の

観
点
か
ら
も
、
土
地
改
良
事

業
導
入
等
に
よ
り
、
圃
場
や

畦
畔
等
の
整
備
を
進
め
る
。

答

雲
南
市
議
会
の
会
派
は
、

現
在
「
政
友
ク
ラ
ブ
」

の
一
会
派
で
す
。

代
表
　
矢
壁
　
正
弘

竹
部
　
貴
博

原
　
　
良
太

渡
辺
　
重
光

高
橋
美
佐
子

安
田
　
栄
太

梶
谷
　
佳
平

原
　
　
祐
二
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農
業
政
策
を
問
う
。

　
　

米
農
家
の
利
益
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
中

山
間
地
に
お
い
て
は
、
高
品

質
の
米
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

圃
場
整
備
の
推
進
等
、
農
地

の
集
積
化
、
法
人
化
等
を
推

進
し
て
い
く
。
耕
作
放
棄
地

等
は
、
流
動
化
等
の
推
進
を

行
う
。
後
継
者
問
題
は
、
利

益
を
生
み
出
す
魅
力
的
な
産

業
に
な
る
こ
と
が
必
要
。
一

方
、
農
業
は
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
等
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
る
。
サ
ギ
対
策
に
つ

問答

　
　

大
変
厳
し
い
財
政
事
情

が
示
さ
れ
て
い
る
中
で
、
本

気
度
が
問
わ
れ
る
「
公※

共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改

定
の
方
針
は
。

　
　

各
施
設
の
在
り
方
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体
的

な
方
向
性
を
定
め
、
ど
の
よ

う
な
手
順
で
議
論
す
る
の
か

を
明
確
化
し
、 

具
体
的
検
討

を
加
速
化
さ
せ
る
計
画
の
改

定
案
を
策
定
す
る
。

　
　

新
年
度
予
算
に
令
和
７

年
か
ら
８
年
に
か
け
て
14
億

７
千
万
円
の
ラ
メ
ー
ル
大
規

模
改
修
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
の
方
針
を
考

え
れ
ば
、
ラ
メ
ー
ル
の
大
規

模
改
修
に
つ
い
て
も
慎
重
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
進
め
て
い
る
外
壁
、

電
気
、
空
調
設
備
工
事
は
あ

問答問答

葊野 祐二

佐藤 隆司

市
民
が
自
立
で
き
る

　
　
　
　
　
支
援
を

本
気
度
が
問
わ
れ
る

　
　
　
　
管
理
計
画

い
て
、
個
体
数
を
減
ら
す
方

法
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

　
　

商
工
業
対
策
を
問
う
。

　
　

物
価
高
騰
等
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
商
工

会
と
も
連
携
し
、
支
援
策
を

実
施
す
る
。
事
業
承
継
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り

組
み
、
人
材
確
保
は
、
多
様

な
人
材
が
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

空
き
家
対
策
を
問
う
。

　
　

危
険
空
き
家
除
却
費
用

の
補
助
、
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
、
片
づ
け
補
助
金
の

上
限
引
き
上
げ
等
、
適
正
管

理
、
活
用
・
流
通
促
進
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
市
の
鳥

と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
年
の
状
況
を
見
て
、

改
め
て
判
断
す
る
。

問答問答問答

質
問
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
提
出
の
原
稿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
質
問
項
目
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

３月定例会

る
程
度
大
き
な
お
金
で
整
備

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
投
資

効
果
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て

は
な
ら
な
い
た
め
、
舞
台
設

備
の
改
修
は
、
財
政
状
況
も

考
慮
し
た
上
で
、
今
後
も
使

い
続
け
る
た
め
の
最
低
限
か

つ
最
小
限
の
改
修
を
行
う
。

※
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
と
は
、
全
て
の
公

共
施
設
等
の
更
新
は
財
政

的
に
も
困
難
で
あ
り
、
財

政
規
模
に
見
合
っ
た
公
共

施
設
等
の
運
用
を
目
指
す

た
め
の
計
画
。

　
　

永
井
隆
生
い
立
ち
の
家

は
電
気
、
水
道
、
ト
イ
レ
が

な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
。

　
　

ト
イ
レ
は
、 

想
定
よ
り

費
用
が
多
額
の
見
込
み
で
あ

問答

多賀 法華

永
井
隆
生
い
立
ち
の

　
　
　
家
を
大
切
に

り
、
電
気
、
水
道
の
整
備
は
、

維
持
管
理
や
防
災
管
理
の
課

題
が
あ
る
。

　
　

教
育
長
の
見
解
は
。

　
　

先
日
、
生
い
立
ち
の
家

で
地
域
の
方
と
議
論
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
ト
イ
レ
、
電

気
、
水
道
の
必
要
性
を
感
じ
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

場
で
地
域
の
方
の
思
い
が

し
っ
か
り
聞
け
た
の
が
大
変

収
穫
だ
っ
た
。
教
育
委
員
会

内
で
も
共
有
し
て
進
め
た
い
。

　
　

昨
年
、
訪
問
介
護
の
基

本
報
酬
の
引
下
げ
が
あ
っ
た
。

市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
は
。

　
　

事
業
所
の
通
常
の
経
営

は
、
ま
ず
は
保
険
制
度
で
の

対
応
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

市
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
所
に
支

援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
国

に
は
、
地
域
の
実
態
を
訴
え

て
き
た
。
今
後
も
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
、
言
う
べ
き

こ
と
は
言
っ
て
い
く
。
そ
の

上
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
た
め
に
皆
さ
ま
方
と
話
し

な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い
く
。

２
段
構
え
で
進
め
て
い
く
。　

問答問答
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子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
、
更
な
る
充
実
を
図
る
た

め
保
育
料
を
無
償
化
す
る
な

ど
思
い
切
っ
た
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
る
施
策
を

打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

政
策
誘
導
と
し
て
全
て

無
償
化
し
て
親
か
ら
子
ど
も

を
引
き
離
す
よ
う
な
施
策
は

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
今
後
子
ど
も
の
利
益

と
親
の
負
担
の
軽
減
を
両
立

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
慎
重

な
議
論
も
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

妊
婦
に
対
す
る
支
援
策

に
つ
い
て
も
妊
婦
健
診
に
係

る
交
通
費
の
経
費
を
助
成
す

る
な
ど
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
世
代
へ
の
財
政
的
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

雲
南
市
の
妊
婦
健
診
に

問答問答

石原　忍

子
育
て
支
援
策
の

　
　
充
実
に
向
け
て

現在の木次中学校

つ
い
て
は
、
国
が
示
し
て
い

る
基
準
に
基
づ
き
14
回
分
を

公
費
で
実
施
し
て
い
る
。 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
他

市
よ
り
も
充
実
し
て
い
る
と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
さ
ら
な
る
財
政
的

支
援
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
や
本
市
の
財
政
状
況
を
考

慮
し
つ
つ
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
も

早
期
か
ら
寄
り
添
っ
た
子
育

て
支
援
に
努
め
る
。

　
　

生
徒
数
の
減
少
が
明
ら

か
で
あ
る
中
、
木
次
中
学
校

改
築
計
画
は
、
そ
の
他
の
中

学
校
等
と
の
統
合
等
検
討
す

る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。

　
　

他
の
中
学
校
と
の
統
合

案
は
出
て
い
な
い
が
、
木
次

小
学
校
の
改
築
を
見
込
ん
だ

問答

　
　

本
市
の
財
政
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ

う
な
処
方
箋
を
描
く
か
。

　
　

収
支
不
足
を
縮
減
し
て

い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
着
実
な
推
進
、
経
費
削
減

な
ど
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
く
。
公
債
費
の
低
減
を
図

る
と
と
も
に
行
財
政
改
革
の

問答

原　良太

中林　孝

未
来
の
た
め
に

今
こ
そ
慎
重
議
論
を

市
債
は
借
金
で
は

　
　
　
な
い
の
か
？

同
一
敷
地
内
で
の
建
設
案
に

つ
い
て
は
議
論
さ
れ
た
。

　
　

小
学
校
と
の
統
合
、
学

園
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

将
来
的
に
学
校
の
数
が

多
い
場
合
、
一
番
問
題
に
な

る
の
は
建
替
え
・
更
新
費
用

に
な
る
。
子
ど
も
の
数
の
減

少
状
況
に
鑑
み
、
小
中
学
校

が
同
じ
校
舎
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
費
用
削
減
も
選
択

肢
と
し
て
は
当
然
あ
り
得
る
。

　
　

担
い
手
が
見
つ
か
ら
な

い
農
地
を
管
理
す
る
新
組
織

と
は
、
運
営
主
体
、
財
源
、

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

想
定
し
て
い
る
か
。

問答問

　
　

事
業
は
、
農
地
の
借
受

け
・
譲
受
け
、
次
の
担
い
手

が
見
つ
か
る
ま
で
の
間
の
農

作
物
生
産
及
び
販
売
、
管
理

を
想
定
す
る
。
実
施
主
体
は

外
部
組
織
と
し
て
法
人
等
を

設
立
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。

財
源
は
今
後
検
討
す
る
。
新

た
な
政
策
検
討
と
な
る
た
め
、

十
分
な
研
究
・
検
討
を
進
め

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

答

推
進
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
財

源
で
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施
、

起
債
の
借
り
換
え
等
に
よ
り

公
債
費
負
担
の
平
準
化
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。
現
時
点

で
15
％
を
上
回
る
実
質
公
債

費
比
率
が
見
込
ま
れ
る
中
、

公
債
費
負
担
の
適
正
化
に
向

け
た
取
り
組
み
も
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　

ご
み
処
理
施
設
建
設
の

借
入
（
地
方
債
）
の
償
還
期

間
は
30
年
計
画
だ
。
し
か
も

実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
超

の
時
が
あ
り
起
債
許
可
団
体

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

借
金
と
い
う
表
現
は
妥

当
で
は
な
い
。
地
方
債
と
い

う
の
は
利
用
者
が
世
代
を
超

え
て
費
用
負
担
す
る
も
の
で

借
金
で
は
な
い
。
ご
み
処
理

施
設
の
よ
う
な
大
規
模
施
設

で
長
期
間
使
う
も
の
な
ら
30

年
と
い
う
長
期
間
も
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
や
ら

ざ
る
を
得
な
い
も
の
を
選
択
、

議
論
し
て
進
め
て
い
く
。

問答
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中
期
財
政
計
画
で
実
質

公
債
費
比
率
17
・
９
％
が
示

さ
れ
た
。
今
後
、
小
中
学

校
・
ご
み
焼
却
場
等
の
大
型

投
資
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

に
莫
大
な
地
方
債
（
負
債
）

を
残
し
て
い
い
の
か
。

　
　

地
方
債
は
そ
の
利
用
に

対
し
て
各
世
代
間
で
公
平
に

負
担
す
る
も
の
。
適
正
な
起

債
発
行
や
実
質
公
債
費
比
率

の
管
理
を
行
い
、
必
要
な
事

業
が
実
施
で
き
る
体
制
を
今

後
も
維
持
す
る
こ
と
は
大
変

に
重
要
で
あ
る
。

　
　

実
質
公
債
費
比
率
の
目

標
を
15
％
以
内
と
し
た
時
の

財
政
健
全
化
策
は
。 

　
　

聖
域
な
く
様
々
な
議
論

を
進
め
る
ス
タ
ン
ス
が
重
要
。

ま
ず
、
財
源
措
置
の
乏
し
い

地
方
債
の
発
行
総
額
を
抑
制

し
、
今
後
の
公
債
費
の
低
減

問答問答

　
　

保
育
園
、
こ
ど
も
園
利

用
で
育
児
休
業
中
の
特
例
利

用
に
あ
る
「
同
じ
施
設
継
続

利
用
に
限
ら
れ
転
園
で
き
な

い
」
に
つ
い
て
な
ぜ
か
。

　
　

子
ど
も
の
生
活
環
境
変

問答

　
　

令
和
７
年
度
か
ら
10
年

間
の
産
業
振
興
の
指
針
と
な

る
第
３
次
雲
南
市
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
地
域
内
通
貨
、
地

域
ポ
イ
ン
ト
の
調
査
、
研
究
、

導
入
と
あ
る
が
、
導
入
を
断

問

梶谷 佳平

吾郷 希穂

安田 栄太

雲
南
市
の
財
政
は

　
　
　
　
大
丈
夫
か

育
児
休
業
中
の

特
例
利
用
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
産
業
振
興

　
　
　
を
推
進
せ
よ

を
図
り
、
行
財
政
改
革
の
推

進
等
か
ら
生
み
出
す
財
源
で

繰
上
償
還
・
起
債
の
借
換
え

な
ど
に
よ
る
公
債
費
負
担
の

平
準
化
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

本
庁
か
ら
遠
い
町
や
交

通
手
段
を
持
た
な
い
方
へ
の

配
慮
は
必
要
だ
が
、
各
総
合

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
は
。

　
　

市
の
財
政
・
自
治
体
Ｄ

Ｘ
に
鑑
み
る
と
、
窓
口
業
務

だ
け
で
は
な
く
災
害
時
の
対

応
等
も
含
め
て
議
論
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

問答

化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
必

要
が
あ
る
場
合
の
み
利
用
で

き
、
育
児
休
業
中
親
は
家
に

い
る
と
の
前
提
で
保
育
を
本

来
必
要
と
し
な
い
。
転
園
に

つ
い
て
も
同
じ
考
え
で
あ
る
。

　
　

農
業
従
事
者
所
得
向
上

の
取
組
み
と
き
っ
か
け
作
り

と
し
て
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
環
境
負
荷
低
減

事
業
」
を
採
用
さ
れ
る
か
。

　
　

現
在
有
機
農
家
は
1
件
。

収
量
減
少
、
価
格
の
反
映
の

難
し
さ
等
課
題
山
積
で
あ
る
。

推
進
は
難
し
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
は
任

意
接
種
で
あ
り
個
人
の
判
断
。

特
に
子
ど
も
へ
接
種
の
際
は

問答問

よ
く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
日
本
有
志
医
師
の
会
」
団

体
が
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
文
に

は
、m

R
N

A

ワ
ク
チ
ン
は

全
人
類
に
初
め
て
使
用
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
死

亡
者
は
２
，
２
６
２
名
と
の

こ
と
。
雲
南
市
内
で
も
健
康

被
害
が
出
て
い
る
が
件
数
は
。

　
　

国
の
予
防
接
種
健
康
被

害
救
済
制
度
認
定
で
雲
南
市

内
の
件
数
2
件
。
接
種
後
体

調
不
良
を
感
じ
た
ら
市
の
窓

口
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

答

育児休業中の親子の様子

念
し
た
過
去
が
あ
る
が
実
現

で
き
る
の
か
。

　
　

地
域
通
貨
は
引
き
続
き

検
討
し
て
い
る
。
導
入
す
る

こ
と
で
消
費
喚
起
に
繫
が
る

期
待
感
は
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
消
費
喚
起
策
よ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
導

入
時
に
新
た
な
コ
ス
ト
も
発

生
す
る
。
県
内
の
他
自
治
体

で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
事
例
を
研
究
し
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

　
　

小
規
模
事
業
者
が
多
く

を
占
め
る
市
内
事
業
者
に

と
っ
て
、
Ｄ
Ｘ
導
入
に
必
要

な
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
雇
う
こ

と
は
大
変
で
あ
る
。
複
数
の

事
業
者
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
を

シ
ェ
ア
す
る
仕
組
み
は
で
き

な
い
の
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
人
材
確
保
に

お
い
て
、
費
用
負
担
が
Ｄ
Ｘ

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
各

事
業
所
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
が
ど
の
場
面
で
必
要

に
な
る
か
、
状
況
把
握
と
情

報
整
理
が
必
要
に
な
る
。

答問答
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石
飛
市
政
の
２
期
目
、

「
え
す
こ
な
雲
南
市
」
を
掲

げ
る
第
３
次
雲
南
市
総
合
計

画
の
重
点
事
業
は
。

　
　

人
口
減
少
対
策
が
最
優

先
。
総
合
計
画
の
各
施
策
に

基
づ
く
事
業
を
施
策
横
断
で

着
実
に
進
め
、
早
期
に
軌
道

に
乗
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

行
財
政
改
革
を
推
進
し

ど
ん
な
雲
南
市
を
実
現
す
る

の
か
。
数
値
目
標
は
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

目
標
は
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
行
う
こ
と
で
、 

ま
ず

は
決
算
ベ
ー
ス
で
の
収
支
不

足
の
解
消
を
目
指
す
。

　
　

耕
作
放
棄
地
対
策
が
急

務
だ
。
取
り
組
み
の
内
容
は
。

　
　

集
落
営
農
等
の
担
い
手

問答問答問答

　
　

農
林
畜
産
業
を
守
り
、

発
展
す
る
た
め
に
は
、
販
路

拡
大
及
び
取
引
単
価
の
引
上

げ
が
不
可
欠
で
、
国
内
外
に

向
け
た
展
開
が
必
要
。
そ
の

中
で
海
外
販
売
者
か
ら
高
評

価
を
得
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

問

　
　

紙
の
保
険
証
廃
止
後
の

対
応
は
、
市
民
へ
制
度
の
丁

寧
な
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

証
は
２
０
２
５
年
７
月
31
日

ま
で
有
効
で
、
そ
れ
以
降
は

申
請
な
し
で
資
格
確
認
書
が

発
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
保

険
証
と
同
じ
使
い
方
で
あ
る

問

福間　守

竹部 貴博

上代 和美

行
財
政
改
革
は

ま
ち
づ
く
り
の
手
段

農
林
畜
産
業
振
興
の

　
　
　
　
新
制
度
を

保
険
証
廃
止
後
は

　
　
丁
寧
な
説
明
を

の
育
成
、
確
保
や
営
農
の
維

持
、
継
続
に
対
す
る
支
援
に

加
え
、
粗
放
的
な
利
用
や
サ

ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
特
産
開
発

品
目
の
推
進
に
取
り
組
む
。

　
　

農
業
の
生
産
意
欲
を
高

め
る
た
め
の
支
援
策
は
。

　
　

農
家
所
得
が
向
上
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
近
年
の

気
候
変
動
に
応
じ
た
栽
培
暦

へ
の
見
直
し
や
栽
培
方
法
の

指
導
を
進
め
、
高
品
質
な
米

を
生
産
し
て
い
く
。

問答

　
　

若
手
の
担
い
手
確
保
、

Ｕ

タ
ー
ン
推
進
の
た
め
に

農
林
畜
産
業
の
経
営
面
に
特

化
し
た
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
入
計
画
は
。
そ

の
際
、
あ
り
の
ま
ま
の
雲
南

市
を
体
感
し
て
も
ら
う
空
き

家
滞
在
の
受
入
体
制
は
。

　
　

農
林
畜
産
業
や
学
生
に

特
化
し
た
も
の
は
、
現
在
行

問答

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
必
要

と
考
え
て
お
り
、
受
入
体
制

を
確
保
し
て
い
く
。
ま
た
、

空
き
家
の
滞
在
に
つ
い
て
も

可
能
で
、
更
な
る
周
知
を
進

め
る
。

　
　

地
域
経
済
振
興
に
資
す

る
新
た
な
施
策
の
導
入
、
投

票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
、
島
根
か
み
あ
り
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
係
る
進
捗
に

つ
い
て
の
質
問
。

他

市内の牛舎

と
聞
い
て
い
る
が
、
次
年
度

以
降
も
申
請
な
し
で
発
行
さ

れ
る
の
か
。

　
　

資
格
確
認
書
に
つ
い
て

は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
に
一
年
一
年
申
請

な
し
で
送
付
す
る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
有
効

期
限
が
５
年
で
、
期
限
が
切

れ
る
の
は
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に

な
り
一
斉
発
行
で
は
な
い
。

国
か
ら
期
限
切
れ
通
知
が

あ
っ
た
後
、
更
新
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
請

漏
れ
で
不
具
合
は
生
じ
な
い

か
。

　
　

有
効
期
限
が
過
ぎ
て
か

ら
３
カ
月
間
は
そ
の
ま
ま
資

格
確
認
が
可
能
で
あ
る
。

　

３
カ
月
を
経
過
し
た
場
合
、

マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
を
市
が
確

認
で
き
次
第
、
申
請
不
要
で

資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
の

で
受
診
は
可
能
で
あ
る
。

　
　

無
効
の
マ
イ
ナ
保
険
証

を
再
度
手
続
き
す
る
に
は
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
発
行
が
必
要
で
あ
る
。

答問答問答

ル
認
証
制
度
を
導
入
す
る
計

画
は
。

　
　

認
証
制
度
は
必
要
。
市

主
導
で
基
準
を
設
定
す
る
難

し
さ
は
あ
る
が
、
先
進
事
例

を
参
考
に
市
内
業
者
及
び
取

引
業
者
の
実
態
に
寄
り
添
い

な
が
ら
進
め
る
。

答
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幹
線
道
路
は
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
山
間
部
の
生

活
道
路
の
整
備
を
今
後
ど
う

考
え
る
か
。

　
　

交
付
金
な
ど
の
重
点
配

分
や
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
を
国
、
県
に
要
望
し
て
お

り
、
今
後
も
財
源
を
し
っ
か

り
確
保
し
、
着
実
に
生
活
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

全
国
的
に
児
童
、
生
徒

の
学
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
貸
与
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
管
理
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

学
習
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
も
の
に
つ
い
て
の
ア
ク
セ

ス
制
限
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

設
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
児

童
生
徒
が
家
庭
で
制
限
な
く

動
画
配
信
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
実
態
と
影
響
を

把
握
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問答問答

　
　

掛
合
町
道
の
駅
の
中
に

あ
る
産
直
施
設
「
グ
リ
ー
ン

掛
合
」
は
、
指
定
管
理
料
ゼ

ロ
円
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
、

松
江
道
の
開
通
以
来
、
交
通

量
の
大
幅
な
落
ち
込
み
、
そ

し
て
近
年
の
燃
料
費
の
高
騰
、

問

　
　

本
年
は
、
先
の
大
戦
後

80
年
。
多
く
の
犠
牲
を
出
し

歴
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が

戦
争
の
名
の
下
に
使
用
さ
れ

た
。
原
爆
で
被
爆
し
命
を
か

け
て
民
衆
救
済
に
当
た
ら
れ

た
永
井
隆
博
士
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
本
市
と
し
て
、 

証
言

集
の
作
成
を
過
去
に
求
め
て

問

高橋美佐子

渡辺 重光

中村 辰眞

生
活
道
路
の

　
　
　
整
備
を

ど
う
す
る 

産
直
施
設

　
「
グ
リ
ー
ン
掛
合
」

証
言
集
作
成

　
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

　
　

幼
稚
園
、
小
学
校
の
遊

具
が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で

き
な
く
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

　
　

令
和
５
年
度
に
策
定
し

た
遊
具
設
置
及
び
管
理
基
準

に
基
づ
き
、
遊
具
維
持
管
理

年
次
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
更
新
、
修
理
、
撤
去
に

取
り
組
む
。
令
和
５
年
度
調

査
時
点
で
使
用
禁
止
と
な
っ

て
い
た
遊
具
を
令
和
８
年
度

末
ま
で
に
解
消
す
る
。

問答

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
大
等
か
ら
維
持

存
続
が
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
小
規
模
農
家
の
販

売
施
設
と
し
て
重
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
対
応
は
。

　
　

グ
リ
ー
ン
掛
合
は
大
き

な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
同
施
設

が
持
続
可
能
な
経
営
と
な
る

よ
う
、
市
と
し
て
も
可
能
な

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

答

を
道
の
駅
の
中
の
駅
鈴
の
前

に
変
更
す
れ
ば
、
屋
根
も
あ

り
ト
イ
レ
も
利
用
で
き
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　

掛
合
の
里
バ
ス
停
の
移

設
に
つ
い
て
は
、
掛
合
自
治

振
興
協
議
会
を
通
じ
て
、
地

元
自
治
会
や
利
用
者
の
意
見

を
お
聞
き
し
、
併
せ
て
大
型

バ
ス
の
乗
入
れ
が
可
能
な
の

か
施
設
管
理
者
と
調
整
を
図

り
、
検
討
を
進
め
る
。

答

き
た
。
戦
後
75
年
時
の
答
弁

は
「
雲
南
市
と
し
て
遺
族
会

が
作
成
さ
れ
た
証
言
集
を
今

後
学
校
教
育
、 

社
会
教
育
に

お
い
て
の
平
和
学
習
の
教
材

と
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
寺
領
国
民
学

校
が
浜
田
陸
軍
病
院
の
分
院

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
木
次
線

を
使
い
広
島
の
原
爆
に
よ
り

負
傷
し
た
方
々
が
収
容
さ
れ

て
き
た
と
い
う
記
録
は
あ
る

が
記
憶
が
残
り
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
市
民
か

ら
戦
中
戦
後
の
体
験
や
親
か

ら
聞
い
た
体
験
な
ど
を
募
集

し
作
成
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

戦
争
の
記
録
証
言
集
は

遺
族
会
で
取
り
組
ま
れ
た
戦

後
75
年
記
念
誌
「
語
り
た
い

戦
後
75
年
史
」
の
編
さ
ん
に

対
し
、
同
会
と
連
携
し
て
後

世
に
残
す
戦
争
体
験
の
資
料

収
集
に
取
り
組
み
、
資
料
収

集
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
資
料
の
収
集
、
証
言

集
の
作
成
等
は
、
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

答

掛合道の駅のバス停

　
　

掛
合
道
の
駅
前
の
バ
ス

停
は
、
国
道
54
号
線
の
両
側

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
下

り
車
線
の
停
留
所
は
屋
根
も

な
く
、
ま
た
国
道
を
横
断
す

る
際
は
危
険
が
伴
う
。
こ
れ

問
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開催日時 会場・議員 開催日時 会場・議員

5月8日（木）
19：00～20：30

吉田交流センター
安田栄太、竹部貴博、佐藤隆司

5月10日（土）
13：30～15：00

三刀屋交流センター
梶谷佳平、原良太、中村辰眞

5月9日（金）
10：00～11：30

下熊谷交流センター
矢壁正弘、吾郷希穂、石原忍

5月12日（月）
9：30～11：00

掛合交流センター
上代和美、渡辺重光、中林孝

5月9日（金）
19：00～20：30

大東交流センター
松林孝之、福間守、廣野祐二

5月14日（水）
19：00～20：30

加茂交流センター
原祐二、高橋美佐子、多賀法華

雲南市議会では、開かれた議会を目指し、議会と語ろう会を開催しています。
どの会場も参加自由です。皆さまの声をぜひお聞かせください。

「高額療養費の自己負担引き上げの撤回を求める意見書」
　高額療養費制度は、治療が長期にわたる患者の方々などにとって命綱であり、本来、制度の拡充を
目指すべきである。しかし、政府は高額療養費制度を見直し、令和７年８月から３回に分けて、自己
負担の上限額を引き上げることを一旦は決定した。その後、総理はがん患者団体の代表者らと面会
し、上限額の引き上げを見送る決断をした。
　一旦は決定されたこの度の見直しは、低所得者はもとより、治療が長期にわたる患者やその家族に
甚大な影響を及ぼす。がんや難病の患者など、制度を利用する当事者の方々から、治療が受けられな
くなる、生活が成り立たなくなる、生死に直結する治療の継続を断念しなければならなくなる、と
いった懸念や悲痛な声が数多く上がっている。
　命に関わる問題であるにもかかわらず、今回の引き上げを巡っては、当事者の意見を聴かず、短期
間で拙速に決定されたものであると受け止めており、そのプロセスも不適切であった。高額療養費制
度を見直す際には、制度を利用している方々の生活実態の調査の実施、当事者や患者団体等の意見の
事前聴取という適正な手続きを経るべきである。
　一方、政府は、この秋までには自己負担の引き上げも含む高額療養費制度について、新たな方針を
決定するとしている。既に、患者団体からは、短期間で審議されれば不十分な検討になるとの懸念も
示されている。
　既に税と社会保険料を合わせた国民負担率が５０％に近い水準まで上昇し可処分所得が減り、賃上
げが物価上昇に及ばず、実質所得が３年連続マイナスとなるなかで、高額療養費の自己負担額を引き
上げること自体が、生死に直結する治療を必要とする国民に、治療中止を強いるものであり、著しく
不適切である。
　そこで、政府に対し、当事者の方々の命と暮らしを守るため、高額療養費の自己負担引き上げを撤
回することを求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年３月２１日

雲南市議会
提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣

―議 ―員 ―発 ―議 ―

議会と語ろう会についてのご案内議会と語ろう会についてのご案内
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今
年
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
変
穏
や
か
な
新

年
で
あ
り
ま
し
た
。
我
が
家
は
毎
年
氏
神
様
や
熊

野
大
社
等
に
参
拝
し
て
い
ま
す
が
、
大
勢
の
参
拝

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
、
能
登
半
島
地

震
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

今
年
こ
そ
は
災
害
の
無
い
年
に
な
る
よ
う
に
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
正
月
の

晴
天
が
物
語
る
よ
う
に
、
積
雪
も
少
な
く
除
雪
を

し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
月
に
入
る
と
東

北
を
中
心
に
大
変
な
豪
雪
と
な
り
、
観
測
史
上
最

大
の
積
雪
量
を
記
録
す
る
な
ど
、
一
転
し
て
大
変

な
冬
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
し
ょ
う
か
。
人
間
の
身
勝
手
な
考
え
で
戦
争

を
起
こ
し
た
り
、
自
然
を
破
壊
し
た
り
す
る
行
為

に
対
し
、
地
球
が
怒
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
早
く
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
が
訪
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
石
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【お詫びと訂正】
　広報紙「市議会だより 雲南 76号」の掲載内容
の一部に誤りがありました。
　次のとおり訂正させていただくとともに、深くお
詫び申し上げます。

●訂正箇所
　15ページ　各委員会の紹介　総務常任委員会

○訂正内容
（誤）
 

（正）
 

　

令
和
７
年
１
月
28
日
、
奥
出
雲
町
に
お

い
て
、
雲
南
地
域
議
会
議
長
連
絡
会
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
18
名
の
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
島
根
大
学
教
育
学
部
教

授
、
作
野
広
和
氏
よ
り
「『
地
方
創
生
』

地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に
今
で
き
る
こ

と
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
域
課

題
は
、
都
市
部
も
農
村
も
同
じ
で
あ
り
、

１
９
７
０
年
か
ら
続
い
て
い
る
少
子
化
は

短
期
的
に
は
解
決
が
で
き
な
い
た
め
、
今

後
は
「
縮
充
」
を
促
進
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　
「
縮
充
」
と
は
、
地
域
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
人
口
を
維
持

し
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
上
で
豊
か

に
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
す
。

大
き
く
広
げ
る
よ
り
、
数
は
減
っ
て
も
中

身
を
濃
く
し
充
実
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

縮
小
と
質
の
充
実
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
地
方
に
お
け
る
拠
点
の
連

携
と
し
て
、
人
口
20
万
人
以
上
の
都
市
を

ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
と
し
、
３
万
～
10
万
人
の

都
市
を
ハ
ブ
拠
点
、
旧

町
村
単
位
で
小
さ
な
拠

点
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
最
小
単
位
の
集

落
を
基
本
と
し
、
空
間

階
層
に
応
じ
た
地
域
の

維
持
が
重
要
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て

も
議
論
を
重
ね
、「
地

域
が
元
気
に
な
る
た
め

に
今
で
き
る
こ
と
」
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。
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会
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員
会

委
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長
　
矢
　
壁
　
正
　
弘

雲
南
地
域
議
会
議
長
連
絡
会
　

議
員
研
修
会

議員間討議の様子


